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市立幼稚園保育料見直しに関わる質問・意見 

○ 鈴木 敬子委員（私立幼稚園協会関係者） 

公私の格差是正と、公立幼稚園の公費による維持管理のことを 

考えた場合、教育委員会も過去試算したと思うが、値上げは当然 

であり、その妥当金額を検討すべきである。 

 

市立幼稚園の保護者代表が保育園に通わせている保護者と比べて 

恵まれているということを実感し、公立保育園保護者が保育料を 

上げてもいいのではないか、という保護者の実感を尊重し、地域

的にも不公平のあるこの状況を変えるためにも、市立幼稚園保育

料は値上げされるべきである。 
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○ 荻野 千奈委員（公立保育園保護者） 

先日の会議では、公立保育園と公立幼稚園の保育料の差に驚き 

金額を引き上げても良いのでは、と発言いたしました。 

しかし、資料等に目を通す中で保育園と、幼稚園では保育料を 

比べる対象としては、妥当ではないと考えを改めました。 

公立幼稚園保育料の見直しについては現行の保育料を据え置きで 

良いのではと思います。 

ただ、義務教育ではないですし、減免制度もあるので滞納がなく

なるような対策がこの先必要になってゆくのではないかと思いま

す。 
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○ 猪瀬 ひろ委員（私立保育園関係者） 

市川市に住む子どもたちに豊かな生活を送ってもらうことの必要

性は十分感じております。 

市立幼稚園の保育料の問題については、各方面の皆様方のご意見

をお聞きしながら感じたことは、やはり公私立の格差はあまり大

きくない方がよろしいと感じました。 

市町村ごとの比較では市川市は高いとお聴きしましたが、私立幼

稚園に比べると保育料がかなり低く格差が大きいように感じられ

ました。 

市川市に住む子ども達の育ちの中では格差は良いことではなく、

社会経済情勢を勘案し格差是正のため私立幼稚園への助成拡大や

市立幼稚園保育料の定期的な見直しを行い、その結果多少の増額

はやむをえないものと感じております。 

 
 

子ども達が豊かな生活を保障することが大前提であり、設置主体

での格差はできるだけ取り除き、保護者に無理がなくこどもに豊

かな生活を保障していくことが大事であり、今の経済状況から保

護者に負担がかからないように私立幼稚園の運営に支障が出ない
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ように対応していく必要があると思います。 
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○田中 明美委員（前市川市公立幼稚園 PTA 連絡協議会副会長） 

幼児教育・保育の状況は、子育て家族が住んでいる地域が、とて

も関係していると思います。 

公立園の保育料は、市町村ごとで決められていて、どの地域に住

んでいるかで違いがあることも子育てをするようになってから知

りました。 

公費負担も公立・私立幼稚園、公私保育園とでは、それぞれ「違

う」ということを、認識してはいますが、それがどのような訳で、

それぞれに分けられているのかは、まったく知りません。 

市川市に住んで公立幼稚園の保育料が、どうかという事は周辺に

知り合いが増えてきてからです。 

これから子育てする家族が、市川市に住み市川内の園に通って行

きたいと思う保育料であって欲しいと思います。 

幼児教育において安かろう悪かろうでは、子育てしている親とし

て選択することは考えにくいのですが、高価な保育料のわりに満

足のいかない状況でも、親としては納得いかないと思います。 

それでも、どうしても、選択の余地がない家庭もあります。 

私がいろいろな方と話して感じるのは、仕事がなくても、働いて
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お金がかかっても、公立・私立幼稚園でなく、できれば保育園に

預けたいと思う母親もおもいのほか多くいるんだな、と。 

ですので、公立・私立幼稚園の保育料是正も必要かと思いますが、 

市川市のすべての子育て家族に開かれた、幼児教育・保育を提供

していただきたいと思います。 

今、現在どのような子育て家族がこの地域に住んでいるのか、こ

の先どのような子育て家族が住んでいるのか、ニーズをはやく把

握してくみとらないと子育て家族は、ずっと子育て家族ではない

し、保育所（園）にと考える家族もますます多くなるかもという

気がします。 
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○稲葉 健二委員（学識経験者） 

基本的な経費の比較として、単純な在園児一人当たりの実経費は

313,343 円である。 

私立幼稚園との比較には、市立幼稚園と同じ２年保育を前提に私立

幼稚園に必要な入園金の平均を２年で割った数字を加えて計算すべ

きと考えます。 

２２年度の平均入園料を 66,000 円とすると、1 年分は 33,000 円と

なる。 

私立幼稚園の補助金の平均 7,110 円を年間にすると、85,320 円。 

ここから入園金１年分を引くと 52,320 円。これを月に徐すると 

4,360 円。ただし、この計算の仮定を私立幼稚園の３年保育とした場

合は、１年分が 22,000 円となり月の金額は 5,277 円になります。 

２年保育と３年保育の差は 917 円です。 

本来ならば実経費で考えると、市立幼稚園は一人当たり月約 26,100

円ここから受益者負担分割合 0.75 をかけると 19,500 円 

ここから、上記 4,360 円を引くと 15,140 円となる。この数字が見直

す際のたたき台であると考えます。加えて算出に対して計算されて

いない、土地建物の減価償却費、修繕費等を考えると実経費は提案
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数字より多くなると推測されます。 

現在の保育料の 10,000 円を考える場合、公立幼稚園園児一人当たり

の経費 15,000 円強で論議されるべきであると思います。（受益者負

担分割合が 100％の場合は論議される金額は 21,740 円となる） 

もちろん時代を鑑み、保育料の支払い余力の少ない方への配慮は必

要であります。市立幼稚園では、現在も所得の低い世帯に対して保

育料の減免なども行われております。 

また、私立幼稚園も所得に応じた補助金の制度により負担軽減は行

われている。 

他市との比較については、市の運営状況を基本に判断することであ

り、各市ごとに施策や幼稚園の設置背景が違うので、一概に数字だ

けの判断や比較はできないと考えられる。 

前回の改定が平成１５年であり、平成２５年度改正には１０年とい

う期間を経ることとなり、短期間での見直しとはならない。 

市立幼稚園は全市にまたがり設置されているものではなく、全市民

に対してのサービス事業としては成り立たない。もともと特定の地

域に設置されていること、学区により特定地域の市民のみ受益でき

る施設である。本来ならば受益者負担の区分も「特定の市民が対象
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であり、利用も特定されるサービス」に該当されると考え、受益者

負担率も現在の 75％ではなく、100％が適当ではないかとも考える。 

（上記計算に 100％の場合の仮定も提示しました） 

以上のことにより、保育料を現状に据え置くことは難しいと思いま

す。 
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